
〇統一料金の基本方針（案）の策定について

・第5回審議会までの審議内容をまとめて、最終的に基本方針（案）として提示

　 （１）基本方針

　 （３）令和６年度　今後の審議会スケジュール及び提案（予定）議題

 令和６年12月　第5回審議会　提案（予定）議題

〇水道料金統一に当たっての論点の整理

【方針を決定したい項目】　⑥湯屋（公衆浴場）用・特殊（臨時）用、⑦共同住宅（連用給水装置）

　　　　　　　　　　　　　⑧加入金制度、⑨口座割引制度、⑩福祉減免制度

 令和７年３月　第6回審議会　提案（予定）議題

 令和６年６月　第3回審議会　審議内容

〇水道料金統一に当たっての論点の整理

【方針決定した項目】　　　①基本料金と従量料金、②基本水量、③料金体系（口径別、用途別）

　　　　　　　　　　　　　④メーター使用料、⑤従量料金

【意見をいただいた項目】　⑥湯屋（公衆浴場）用・特殊（臨時）用、⑦共同住宅（連用給水装置）

　　　　　　　　　　　　⑧加入金制度、⑨口座割引制度、⑩福祉減免制度

　④メーター使用料 　⑨口座割引制度

　⑤従量料金 　⑩福祉減免制度

※料金算定期間、財政目標、料金改定率など「料金水準の設定」に関する内容については、今後、策定する次期施設整備

　計画（令和10年度～）に基づく財政収支見通し（令和10年度～）を踏まえて、令和７年度に方針（案）を決定する予定。

　 （２）令和６年度　これまでの審議内容

　①基本料金と従量料金 　⑥湯屋（公衆浴場）用・特殊（臨時）用

　②基本水量 　⑦共同住宅（連用給水装置）

　③料金体系（口径別、用途用） 　⑧加入金制度

Ｒ５

〇「香川県広域水道企業団水道事業等審議

　会」設置「統一料金のあり方」を諮問

　●論点整理

Ｒ8
〇料金制度（成案）作成

〇企業団議会（秋）に条例提案

Ｒ６ 　●基本方針（案）策定 Ｒ9 ・ユーザーへ周知

Ｒ７
　●料金制度（概案）策定

　●答申
Ｒ10 〇統一料金スタート

２．基本方針の概略と今年度のスケジュール

水道料金統一に向けた取り組みについて

１．スケジュール

年度 取り組み 年度 取り組み



３. 統一料金の基本方針（案）について 

方針決定した項目 方針 

①基本料金と従量料金 基本料金と従量料金の二部料金制とする 

②基本水量 基本水量は廃止する 

③料金体系（口径別、用途別） 口径別料金体系とする 

④メーター使用料 メーター使用料は設定しない 

⑤従量料金 逓増制の従量料金体系を基本とする 

今後方針を 

決定する項目 

審議会委員意見 

企業団としての考え方 

⑥湯屋（公衆浴場）用 

  ・特殊（臨時）用 

・口径別で統一することが望ましい 

・湯屋用については、時代にそぐわなくなってきている 

・特殊用は、特殊要因として残すべき 

・どちらも残すべき 

湯屋（公衆浴場）用は存続、特殊（臨時）用は廃止する 

⑦共同住宅 

  （連用給水装置） 

・丸亀・坂出等の各戸ごとに基本料金を算定する方式が公平性がある 

・それぞれの方式に統一した場合の影響を具体的に比較検討して判断

する必要がある 

基本料金の算定対象を企業団が設置している親メーターの口径とする 

(各戸ごとの基本料金の算定は行わない) 

⑧加入金制度 

・加入金は、そもそも施設整備の財源という性格であり、今後、拡張工

事はないと思われることや、同じ公益事業の電気・ガス料金に加入金

がないということからすれば、廃止（段階的廃止）の方向ではないか 

・雨の少ない香川県では、さらに貯水施設が必要になってくる可能性が

あり、加入金制度は維持すべき 

・水道維持のための増収と考えると、加入金制度は維持又は増額すべき 

加入金制度は維持する 

⑨口座割引制度 

・口座振替を促すのであれば、納付書払いに、請求書(紙の料金）、郵便

料金、人件費などの費用を加算する方が財政的にも健全でないか（口

座割引制度は廃止すべき） 

口座割引制度は廃止する（加算金制度は設けない） 

⑩福祉減免制度 

・減免制度は廃止すべきで、必要なら行政側対応してもらうべき 

・ガスや電気の公共料金に同様の制度はない 

福祉減免制度は廃止する 

 


